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平成１９年１０月１８日 
京情協 地域情報化委員会（１９年度 第４回） 議事録               
開催日時：平成１９年１０月１６日（火） 16：00～17：00  
開催場所：京都コンピュータ学院駅前校 新館 ４階 会議室         
参 加 者：和田、藤関、直江、土井、福本、桧山、中川、桂田 

配布資料：地域情報化委員会(第４回)議題、資料①～資料④ 

議事： 

1. 今期の活動計画に対する進捗状況 

1)リクルートにおける大学との連携（資料①～③） 

・活動項目毎に正副委員長が報告を行った。また以下の点を確認した。 

[1]学生向け業界解説資料（ガイドブック）の作成・配布について： 

  ⇒今後、他団体の資料確認を和田氏、桧山氏に進めて頂く。 

[2]近隣大学との採用に関する長期的な連携の確立を目指した広報活動について： 

  ⇒立命館大学を福本氏・中川が訪問した。ヒアリングの詳細は別途報告。 

近日中に龍谷大学、佛教大学も訪問する予定で、10 月中に 5校ほど訪問出来

る見込み。 

[3]会員企業向け新卒採用支援セミナー開催について： 

   ⇒【開催日】11／27(火)16:30～、【場所】KCG 新館 4 階会議室 で確定。 

11／1 頃に案内文を和田氏からメールして頂く。 

メール本文は正副委員長が作成。宛先には各企業の代表者だけでなく採用担

当者も含める。 

19 日の理事会でセミナー実施の件を中川が報告する。 

[4]京情協主催の合同企業説明会の開催（KVBC との共催も検討）について： 

   ⇒10/15 に KVBC の人材ネットワークプロジェクトがあり、KVBC での取り組みを

確認した。 

合同企業説明会に参加する企業・学生ともに年々減少の傾向にあり何らかの

対策が必要だが、学生の集客を見込める企画が 10／15 の時点ではなかった。

前年度の合同企業説明会（学情とタイアップ）のような場合、KVBC 会員企業

以外の参加費は 10 万程で負担が大きく、京情協の会員企業にアナウンスしに

くい。 

KVBC の方で集客の見込みのある企画が出ないようであれば、09 年 4 月採用の

合同企業説明会については KVBC との共催は見送った方が良いのではないか

と思われる。次回委員会にて検討することとする。 

また学生の集客は大掛かりな就職フェアに集中しているため、小規模の説明

会では人が集まらない。むしろこちら側から大学に出向く事なども検討して

いく必要がある。 

[5]近隣の大学の学内企業説明会に京情協としてエントリーする件について： 

   ⇒上記[2]の訪問時に大学にヒアリングしている。結果はまとまり次第、報告。 
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[6]諸々の採用に関する情報の会員企業への発信について： 

   ⇒採用担当者にとって参考になりそうな情報を広報委員会と連携して発信して

いく形で進めている。発信のタイミングとしては 1～2ヶ月に 1度のタイミン

グ。媒体は京情協 HP、インター京都で、HP 更新時に採用担当者にメールする。

採用担当者のメールアドレスの把握方法については、広報・地域情報委員会

の連名で会員企業にメールにて依頼する形で検討。11月に入ったら依頼する。 

2)IT コンソーシアム京都関係 

 ・全く動きのない旨、中川より報告を行った。４部会のうち今まで会議が行われたの

は地デジの１回のみ。活動はフェイドアウトしていくのではないかと思われる。 

3)賀詞交換の新春セミナー 

・タイトルは『次世代ロボットと共生する未来』で決定。場所は KCG ホールの予定だ

が、出席人数が少ない場合は平安会館を検討（KCG ホームは 600 人収容可能で最低

でも 200 名ほど集まらないと講師の方に失礼になるため）。次回理事会で検討・決定

する予定。 

4)その他（京情協の有様、試作産業創出関連） 

 ・特に報告なし。 

 

2. 「京都自律移動支援プロジェクト実行委員会（仮称）」委員就任について（資料④） 

・地域情報化委員会に委員になって欲しい旨依頼があり、中川が委員に就任した。3つの

分科会があり、そのうち中川が担当するのは「技術検証分科会」となる。主旨として

は、全国で展開している生活弱者（高齢者や障害を持った方）向けの自律移動支援シ

ステムを京都でも行う事になり、「ユビキタス場所情報システム」の導入、その実運用

に向けた課題等を検証することを目的とする。活動としては、年 2回×2年の会議のほ

か、京都府立植物園までシステム検証に行ったり、提案書の確認などを行う予定。 

・具体的にどんな内容になるのかは未定。先では、地域情報化委員会のやることに繋が

っていくかもしれない。 

・場合により協力を依頼する可能性もある。その節には宜しくお願いしたい。 

 

3. その他 

・KCG からは吉村氏が委員として参加して頂いていたが、多忙によりなかなか参加できな

いため、和田氏が委員としても参加されることになった。和田氏にはすでに事務局長

としてすでに多大なご協力を頂いているが、今後は委員も兼任して頂く。 

  

以上 


